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(57)【要約】
　適合可能なＤＭＲＳ送信をサポートするためのＵＥフ
ィードバック技術が開示される。ＵＥおよびｅＮＢは、
適合可能なＤＭＲＳ送信をサポートし、そこにおいて、
ｅＮＢはＵＥによって認識されるチャネル状態を説明す
る情報に基づき、ＤＭＲＳパターンを調整（すなわち、
選択）する。ＵＥは、チャネル状態を明示的に提供し、
または所望のＤＭＲＳパターンを選択することによって
、暗黙的にチャネル状態を提供してよい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線ネットワークの無線通信ダウンリンクチ
ャネルにおいて、適合可能な復調基準信号（ＤＭＲＳ）送信をサポートするユーザ機器（
ＵＥ）であって、
　前記ＵＥと進化型ノードｂ（ｅＮＢ）との間の前記無線通信ダウンリンクチャネルにお
いて推定されるマルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散のフィードバックのリク
エストを前記ｅＮＢから受信するレシーバと、
　トランスミッタと、
　前記レシーバと前記トランスミッタとに、動作可能に連結された回路と、を備え、
　前記回路は、
　マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散の前記フィードバックを確立すべく、
前記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散を推定し、
　前記レシーバが前記リクエストを受信することに応じ、前記トランスミッタに、マルチ
パスタイム遅延拡散およびドップラー拡散の前記フィードバックを送信させ、
　前記レシーバを用いて、前記ｅＮＢからＤＭＲＳパターン構成を取得し、
　前記ＤＭＲＳパターン構成は、マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散の前記
フィードバックに基づいている、ＵＥ。
【請求項２】
　前記回路は、前記レシーバが前記リクエストを受信することに応じ、前記マルチパスタ
イム遅延拡散およびドップラー拡散をさらに推定する、請求項１に記載のＵＥ。
【請求項３】
　前記リクエストは、非定期的になされる、請求項１または２に記載のＵＥ。
【請求項４】
　前記レシーバは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングパラメータ内で前記リクエ
ストを受信する、請求項１から３のいずれか一項に記載のＵＥ。
【請求項５】
　前記トランスミッタは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングパラメータ内でマル
チパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散の前記フィードバックを送信する、請求項１
から４のいずれか一項に記載のＵＥ。
【請求項６】
　前記回路はさらに、複数の予め定義されたＤＭＲＳパターンに対応する有限レベルのセ
ットに従い、前記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散を量子化することによ
って、前記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散を推定する、請求項１から５
のいずれか一項に記載のＵＥ。
【請求項７】
　前記レシーバは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージ内で前記ＤＭＲＳパター
ン構成を受信する、請求項１から６のいずれか一項に記載のＵＥ。
【請求項８】
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線ネットワークのダウンリンクチャネルに
関連付けられた予め定義されたＤＭＲＳパターンのセットの中から、識別された所望の復
調基準信号（ＤＭＲＳ）パターンをシグナリングするユーザ機器（ＵＥ）であって、
　前記予め定義されたＤＭＲＳパターンのセットの中から前記所望のＤＭＲＳパターンを
識別するＤＭＲＳインジケータ（ＤＩ）フィードバックのリクエストを進化型ノードｂ（
ｅＮＢ）から受信するレシーバと、
　トランスミッタと、
　前記レシーバと前記トランスミッタとに、動作可能に連結された回路と、を備え、
　前記回路は、
　マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散によって定義される複数のロングター
ムチャネル特性の複数の推定を取得し、
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　前記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散に基づいて、前記予め定義された
ＤＭＲＳパターンのセットの中から所望のＤＭＲＳパターンを選択し、
　前記リクエストの受信に応じ、前記トランスミッタに、前記予め定義されたＤＭＲＳパ
ターンのセットの中から前記所望のＤＭＲＳパターンを識別する前記ＤＩフィードバック
を前記ｅＮＢに送信させる、ＵＥ。
【請求項９】
　前記レシーバはさらに、前記ｅＮＢからＤＭＲＳパターン構成を受信し、前記ＤＭＲＳ
パターン構成は、前記ＤＩフィードバックの前記所望のＤＭＲＳパターンに対応する、請
求項８に記載のＵＥ。
【請求項１０】
　前記レシーバは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングパラメータ内で前記リクエ
ストを受信する、請求項８または９に記載のＵＥ。
【請求項１１】
　前記トランスミッタは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングパラメータ内で前記
ＤＩフィードバックを送信する、請求項８から１０のいずれか一項に記載のＵＥ。
【請求項１２】
　前記ＤＩフィードバックは、前記ＵＥおよび前記ｅＮＢの両方に認識される、選択され
た前記ＤＭＲＳパターンに対応するインデックス値を含む、請求項８から１１のいずれか
一項に記載のＵＥ。
【請求項１３】
　前記ＤＩフィードバックは、１または複数の物理リソースブロック（ＰＲＢ）またはリ
ソースブロックグループ（ＲＢＧ）を含む物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）
送信の一部に適用可能なサブバンドＤＩフィードバックを含む、請求項８から１２のいず
れか一項に記載のＵＥ。
【請求項１４】
　前記リクエストは、サブバンドＤＩフィードバックのリクエストを含む、請求項８から
１３のいずれか一項に記載のＵＥ。
【請求項１５】
　前記レシーバは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージ内でＤＭＲＳパターン構
成を受信する、請求項８から１４のいずれか一項に記載のＵＥ。
【請求項１６】
　復調基準信号（ＤＭＲＳ）を選択し、ユーザ機器（ＵＥ）に送信する進化型ノードｂ（
ｅＮＢ）であって、
　適合可能なＤＭＲＳフィードバックのリクエストを送信するトランスミッタと、
　前記ＵＥから前記適合可能なＤＭＲＳフィードバックを受信するレシーバと、
　回路と、を備え、
　前記回路は、
　前記適合可能なＤＭＲＳフィードバックに基づいて、予め定義されたＤＭＲＳパターン
のセットの中から、ＤＭＲＳパターンを判断し、
　判断された前記ＤＭＲＳパターンを前記ＵＥにシグナリングし、
　前記トランスミッタに、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）送信中に前記Ｄ
ＭＲＳを送信させる、ｅＮＢ。
【請求項１７】
　前記適合可能なＤＭＲＳフィードバックは、マルチパスタイム遅延拡散およびドップラ
ー拡散を含む無線チャネルパラメータフィードバックを含む、請求項１６に記載のｅＮＢ
。
【請求項１８】
　前記適合可能なＤＭＲＳフィードバックは、前記ＵＥによって選択される、所望のＤＭ
ＲＳパターンのインジケーションを含む、請求項１６または１７に記載のｅＮＢ。
【請求項１９】
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　前記リクエストは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを使用して送信される、
請求項１６から１８のいずれか一項に記載のｅＮＢ。
【請求項２０】
　前記適合可能なＤＭＲＳフィードバックの受信に応じ、前記回路は、無線リソース制御
（ＲＲＣ）シグナリングを送信することによって、判断された前記ＤＭＲＳパターンをさ
らにシグナリングし、前記ＰＤＳＣＨ送信において使用される前記ＤＭＲＳを受信すべく
、前記ＵＥを再構成する、請求項１６から１９のいずれか一項に記載のｅＮＢ。
【請求項２１】
　前記適合可能なＤＭＲＳフィードバックの受信に応じ、前記回路は、ＰＤＣＣＨ／拡張
されたＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）内で搬送されるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッ
セージ内の判断された前記ＤＭＲＳパターンを動的に構成することによって、判断された
前記ＤＭＲＳパターンをさらにシグナリングする、請求項１６から２０のいずれか一項に
記載のｅＮＢ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は概して、進化型ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム地上無
線アクセスネットワークノードｂ（進化型ノードｂ、または単にｅＮＢとしても知られる
）によって、ユーザ機器デバイス（ＵＥデバイス、または単にＵＥとしても知られる）に
提供される、ＵＥにおけるダウンリンクチャネル推定のためのロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ）無線ネットワーク復調基準信号（ＤＭＲＳ）に関し、より具体的には、適
合可能なＤＭＲＳ送信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　チャネル推定とは、受信される無線信号が、無線チャネルフェイディングによって引き
起こされる信号の歪みを補償することによって調整される処理である。例えば、フェイデ
ィングは、無線通信システム環境におけるマルチパスタイム遅延に起因して、信号強度の
急速な変動を引き起こす。従って、信号の歪み方を判断するには、トランスミッタとレシ
ーバの両方に認識される基準信号がチャネルを介して送信され、その結果、レシーバは、
基準信号に影響を与える無線チャネルの状態を判断および補償できる。
【０００３】
　ＬＴＥ無線ネットワークにおける基準信号とは、モバイルステーション（例えば、ＵＥ
）およびベースステーション（例えば、ｅＮＢ）の両方に認識される特性を有する信号で
ある。アップリンク基準信号とは、ＵＥによって生成されるｅＮＢで受信されるための信
号である。ダウンリンク基準信号とは、ｅＮＢによって生成されるＵＥで受信されるため
の信号である。以下の段落において説明されるダウンリンク基準信号の例としては、セル
固有の基準信号（ＣＲＳ）、ＵＥ固有の基準信号（ＤＭＲＳ）、およびチャネル状態の情
報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）が挙げられる。
【０００４】
　ＬＴＥリリースバージョンＮｏ．８（ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８）システムにおいては、多く
の無線通信施設がＣＲＳを採用する。例えば、次のＬＴＥコンポーネント、すなわち、物
理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）復調、ハンドオーバーおよびセル再選択決定
のための基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）と基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）（ＲＳＲＰ／Ｒ
ＳＲＱ）測定ランキング候補セル、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）フィードバック
、プレコーディングマトリックスインジケータ（ＰＭＩ）フィードバック、ランクインジ
ケーション（ＲＩ）フィードバック、および他のパラメータはすべて、ＣＲＳベースのチ
ャネル情報を使用する。
【０００５】
　ＬＴＥリリースバージョンＮｏ．１０（ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１０）規格においては、基本
的にＣＲＳ中心のシステムは、ＵＥ中心の基準信号システムによって補完された。ＵＥ中
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心の基準信号は、ＵＥが、チャネルの状態情報を取得するために使用するＤＭＲＳおよび
ＣＳＩ-ＲＳを含む。これらＵＥ中心の基準信号は、基準信号オーバヘッドの低減、干渉
測定可能性の提供、協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）送信／受信（例えば、複数のセル間
で共有される１つの共通セルＩＤによって特徴付けられるＣｏＭＰシナリオ４）のための
基準信号干渉の低減、および他の目的を含む、多数の設計目的を遂行する。しかしながら
、多数のチャネルおよびデバイス展開シナリオに対処するための予め定義された基準信号
の標準セットを開発することは、目下の課題である。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】いくつかの実施形態に従う無線ネットワークのブロック図である。
【０００７】
【図２】第１の実施形態による、ｅＮＢおよびＵＥ間のメッセージを示すメッセージシー
ケンスチャートである。
【０００８】
【図３】第２の実施形態による、ｅＮＢおよびＵＥ間のメッセージを示すメッセージシー
ケンスチャートである。
【０００９】
【図４】所望のＤＭＲＳパターンを選択するＵＥの方法を示すフロー図である。
【００１０】
【図５】モバイルデバイスの一実施形態による、ＵＥのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　Ｔｈｉｒｄ－Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（商標
）（３ＧＰＰ）　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｇｒｏｕｐ　（
ＴＳＧ）Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　（ＲＡＮ）　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｇ
ｒｏｕｐ　１（ＷＧ１）は、スモールセル高度化（ＳＣＥ）研究項目のための複数の目標
を決定した。１つの目標として、スモールセル配備のために、スペクトル効率を改善する
潜在的な向上（すなわち、典型的なカバレッジ状況における、および典型的な端末構成で
の最大ユーザスループットを改善すること）を研究することが挙げられる。従って、さら
なる研究のために特記されるいくつかの潜在的な向上としては、ＬＴＥ無線ネットワーク
ダウンリンクチャネルに、より上位の変調方式、例えば、２５６直交振幅変調（ＱＡＭ）
を導入すること、既存のチャネルおよび信号規格に基づくＬＴＥ基準信号、制御信号、お
よびダウンリンクおよびアップリンクチャネルにおけるフィードバックに対し、さらなる
オーバヘッドを低減することが挙げられる。
【００１２】
　前述の目的および潜在的な向上に動機付けられ、ＤＭＲＳオーバヘッドを低減するため
の以下の２つの提案が検討された。第１に、新しいＤＭＲＳ配置パターンが研究された。
新しいＤＭＲＳパターン、すなわち、特定のダウンリンクサブフレーム構成（アンテナ番
号、サイクリックプレフィックス、サブフレーム構成、または他のパラメータ）のための
物理リソースブロック（ＰＲＢ）の時間／周波数ＲＥ直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭ
Ａ）グリッドにおけるＤＭＲＳの位置が、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１０規格ＤＭＲＳパターンに
関連付けられるトレーニングシーケンスオーバヘッドを低減すべく、選択されるであろう
。第２に、ブロードコムコーポレーションによって、「Ａｄａｐｔｉｖｅ　ＵＥ　Ｓｐｅ
ｃｉｆｉｃ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｄｅｓｉｇｎ（適合可能なＵＥ固有の
基準信号設計）」と題して、適合可能なＤＭＲＳ送信方式がＲＡＮ１‐７２ｂｉｓにおい
て提案されている。この提案の中で、ＤＭＲＳパターンのセットが３ＧＰＰ規格で仕様化
されており、予め定義されたセット内の特定のＤＭＲＳパターンの送信が、変調方式また
は展開シナリオに基づいて、ＵＥに対し、半静的または動的にシグナリング可能である。
例えば、ＤＭＲＳパターンが変調および符号化方式（ＭＣＳ）に依存する場合では、ｅＮ
Ｂがスケジューリングされた物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）送信のＭＣＳ
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をシグナリングする際、ｅＮＢによって選択されるＤＭＲＳパターンは暗黙的にＵＥに対
しシグナリングされ得る。
【００１３】
　ｅＮＢが、例えば、無線通信チャネルのマルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡
散（または単に、遅延拡散およびドップラー拡散）等のチャネル特性に関する知識を有し
ている場合、ｅＮＢは前述の提案の中で記載された適合可能なＤＭＲＳパターン選択を実
行可能である。例えば、チャネルが高い周波数選択フェイディング動作を示す場合、ｅＮ
Ｂは高密度（多数のリソース要素）を有するＤＭＲＳパターンを選択すべきである。そう
でない場合、より低密度のＤＭＲＳパターンで十分であろう。従って、ｅＮＢは、適切な
ＤＭＲＳパターンを選択すべく、チャネル状態情報を使用するであろう。しかしながら、
周波数分割デュプレックス（ＦＤＤ）ダウンリンクにおけるチャネル状態は現在、ＵＥ側
でのみ認識されており、ｅＮＢは現在、チャネル特性に関する、ＵＥにより生成されたフ
ィードバック（または単に、ＵＥフィードバック）を受信していない。さらに、様々なタ
イプのＵＥのチャネル推定モジュールは、実装の差異に起因して異なって実行される。そ
れゆえ、同一のチャネル状態下にあってさえ、異なるチャネル推定器を備える２つのＵＥ
は、当該異なるチャネル推定性能に対応する２つの異なるＤＭＲＳパターンを受信するこ
とによって、有益となるであろう。
【００１４】
　現在のＬＴＥ無線ネットワークシステムは、ｅＮＢがＵＥによって認識されるチャネル
状態を説明する情報に基づいて、ＤＭＲＳパターンを調整（すなわち、選択）する、適合
可能なＤＭＲＳ送信を提供するためのメカニズムが欠如している。従って、本開示は適合
可能なＤＭＲＳ送信をサポートするＵＥフィードバックメカニズムについて記載する。
【００１５】
　添付図面を参照して進行する以下の実施形態の詳細な説明から、複数の態様および利点
が明らかになるだろう。最初に、図１に関する説明によって、ＵＥおよび複数のｅＮＢを
含む無線ネットワークの概要が提供される。図２および図３に関する説明は、適合可能な
ＤＭＲＳ送信をサポートするための２つのそれぞれのＵＥフィードバックメカニズムを提
供し、図４の説明は、ＵＥによる所望のＤＭＲＳパターンの選択方法を説明する。図５に
関し、例示のＵＥが示され、説明される。
　Ａ［ＬＴＥ無線ネットワークの例］
【００１６】
　図１は、いくつかの実施形態に従う無線ネットワークを示す。無線ネットワーク１００
は、ＵＥ１０２（図５も参照）および、ＵＥ１０２等の複数のＵＥに通信サービスを提供
する複数のｅＮＢ１０４、１０６および１０８を含む。いくつかの実施形態において、ｅ
ＮＢ１０４、１０６および１０８は、Ｘ２インタフェース１１０を介して互いに通信して
よい。ｅＮＢ１０４、１０６および１０８の各々は複数のマクロセルおよびスモールセル
を含んでよい１または複数のサービングセルのセットと関連付けられてよい。
【００１７】
　複数のサービングセル（複数のＰＣｅｌｌおよび複数のＳＣｅｌｌ）が１または複数の
ｅＮＢ上で動作されてよい。例えば、ＰＣｅｌｌは、ｅＮＢ１０４のマクロセルからサー
ビス提供され、ＳＣｅｌｌはｅＮＢ１０６のスモールセルからサービス提供され、それら
のサービングセルはＸ２インタフェース１１０を介して通信する。通常、ＰＣｅｌｌは、
１つの物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および１つの物理アップリンク制御
チャネル（ＰＵＣＣＨ）で構成される。Ｐｃｅｌｌはまた、物理ダウンリンク共有チャネ
ル（ＰＤＳＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を有し得る。ＳＣ
ｅｌｌは、それらの共有チャネルおよびＰＤＣＣＨで構成され得るが、通常、従来のＬＴ
ＥにおいてＰＵＣＣＨはない。いくつかの実施形態において、ダウンリンクチャネル１１
２は、ＰＤＳＣＨおよびＰＤＣＣＨを含んでよい。いくつかの実施形態において、アップ
リンクチャネル１１４は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨを含んでよい。
　Ｂ［適合可能なＤＭＲＳ送信のためのＵＥフィードバック］ 
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【００１８】
　このセクションでは、図２および図３のシグナリング図を参照して、ＵＥフィードバッ
クの２つの例が記載される。以下のＵＥフィードバックシグナリング手順は、「ＬＴＥ；
Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅ
ｓｓ（Ｅ－ＵＴＲＡ）；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ（ＬＴＥ
；進化型ユニバーサル地上無線アクセス（Ｅ‐ＵＴＲＡ）；物理層手順）」というタイト
ルの既存の３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３に追加されるであろう。次に、関連のテスト手
順が、「ＬＴＥ；Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）；Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ（ＵＥ）　ｒ
ａｄｉｏ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ａｎｄ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ（ＬＴＥ；進化型ユ
ニバーサル地上無線アクセス（Ｅ‐ＵＴＲＡ）；ユーザ機器（ＵＥ）無線送信および受信
）」というタイトルの関連仕様３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．１０１に追加され得る。
　Ｂ１［明示のチャネル状態のフィードバック］
【００１９】
　図２は、ｅＮＢ１０４に対し、遅延拡散およびドップラー拡散のフィードバックを明示
的にシグナリングするＵＥ１０２の方法２００を示す。方法２００において、フィードバ
ックはリクエストに応じ、非定期的に提供されるが、いくつかの実施形態においては、Ｕ
Ｅフィードバックの規則的な、定期的な送信も使用されてよい。しかしながら、概して、
遅延拡散およびドップラー拡散は通常、比較的ロングタームチャネル伝播特性（これらの
パラメータは通常、かなりゆっくりと徐々に変わる）であるので、定期的な送信は使用さ
れる必要がない。よって、いくつかの実施形態においては、ＵＥフィードバックの不規則
な送信、すなわち、チャネル伝播特性の変更における変更に応じた不規則な送信が使用可
能である。
【００２０】
　最初に、方法２００において、ｅＮＢ１０４は、ＣＱＩおよびＰＭＩ追跡のために、い
つＵＥ１０２がより詳細なＣＳＩフィードバックを提供する必要があるかを判断する。通
常、シーケンシャルＰＤＳＣＨスケジューリングの前に、ｅＮＢ１０４はＵＥ１０２から
のＣＳＩフィードバックをトリガすることによって、ＵＥ１０２からのＣＳＩ情報をシー
クすることになるであろう。故に、ｅＮＢ１０４は、チャネルパラメータフィードバック
（すなわち、遅延拡散およびドップラー拡散）をリクエスト２０２する無線リソース制御
（ＲＲＣ）シグナリングをＵＥ１０２に送信する。従って、ＵＥフィードバックのための
ｅＮＢ１０４のリクエスト２０２を示す、新しい無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリン
グパラメータが、「ＬＴＥ；Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉ
ａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（Ｅ－ＵＴＲＡ）；Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　（ＲＲＣ）；Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ（ＬＴＥ；
進化型ユニバーサル地上無線アクセス（Ｅ‐ＵＴＲＡ）；無線リソース制御（ＲＲＣ）；
プロトコル仕様）」というタイトルの現行のＬＴＥ　ＲＲＣ仕様３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．
３３１に追加されるであろう。
【００２１】
　ｅＮＢ１０４のＲＲＣリクエスト２０２に応じ、ＵＥ１０２は、ＲＲＣ応答２０６内で
チャネルパラメータをｅＮＢ１０４に送信する。ＵＥフィードバックのオーバヘッドを低
減すべく、予め定義されたＤＭＲＳパターンに対応する有限レベルのセットに従い、遅延
拡散およびドップラー拡散は量子化されてよい。次に、有限レベルのセットにおける値が
ＵＥ１０２によってｅＮＢ１０４に提供され得る。
【００２２】
　ＵＥフィードバックに基づいて、ｅＮＢ１０４は、適合可能なＤＭＲＳパターンのセッ
トからＤＭＲＳパターンを選択することによって、使用されるＤＭＲＳパターンを判断す
る。前に特記した通り、例えば、チャネルが高い周波数選択フェイディングを示す（遅延
拡散から導き出すことが可能）場合、ｅＮＢ１０４は周波数領域においてより高密度を有
するＤＭＲＳパターンを選択する。そうでない場合、周波数領域においてより低密度を有
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するＤＭＲＳパターンが選択され、基準信号オーバヘッドを低減する。次に、ｅＮＢ１０
４は、ＵＥ１０２に選択されたＤＭＲＳパターンをシグナリング２１０することによって
、選択されたＤＭＲＳパターンを構成（または再構成）する。
【００２３】
　別の実施形態において、ｅＮＢ１０４は、各ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセー
ジ内で選択されたＤＭＲＳパターンを動的にシグナリングする。故に、サブフレームベー
スの動的なシグナリングも使用可能である。換言すれば、データパケットを含む各サブフ
レームにおいて、ダウンリンク制御情報（データパケットをスケジュールする）がＰＤＣ
ＣＨ内で送信され、選択されたＤＭＲＳパターンを示す。これには、ｅＮＢ１０４が、選
択されたＤＭＲＳパターンに対応するインデックス値を示すことができるように、ＤＭＲ
Ｓパターンのための番号付与システム（すなわち、インデックス付けまたは別の論理順序
）の定義付けが伴う。そのような番号付与システムに基づき、ｅＮＢ１０４は、現在のＰ
ＤＳＣＨ送信にどの特定のＤＭＲＳパターンが使用されるかをシグナリングできる。ＵＥ
１０２に認識されるインデックス値とＤＭＲＳパターンとの間の関係は、３ＧＰＰ規格で
予め定義されてよい。
　Ｂ２［暗黙のチャネル状態フィードバック（所望のＤＭＲＳパターンのＵＥによる識別
）］
【００２４】
　図３は、予め定義されたＤＭＲＳパターンのセット内の好ましいＤＭＲＳパターンのフ
ィードバック、いわゆるＤＭＲＳインジケータ（ＤＩ）フィードバックをｅＮＢ１０４に
暗黙的にシグナリングするＵＥ１０２の方法３００を示す。方法２００に類似し、方法３
００は、非定期的なＵＥフィードバックを使用するが、他の実施形態においては定期的な
フィードバックが使用される。
【００２５】
　最初に、ｅＮＢ１０４が、ＤＩフィードバックをリクエスト３０２するＲＲＣシグナリ
ングをＵＥに送信する。ＵＥフィードバックのためのｅＮＢ１０４のリクエスト３０２を
示す新しい無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングパラメータが、現行のＬＴＥ　ＲＲ
Ｃ仕様である３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１に追加されるであろう。
【００２６】
　次に、ＵＥ１０２はチャネル状態、すなわち、遅延拡散およびドップラー拡散を明示的
にフィードバックしない。代わりに、方法３００においては、ＵＥ１０２は、予め定義さ
れたＤＭＲＳパターンのセット内の好ましいＤＭＲＳパターンをシグナリングする。故に
、ＵＥ１０２はＤＭＲＳパターンを判断および選択し、ＤＩフィードバックがｅＮＢ１０
４に提供される。後続の段落における図４の記載が、ＵＥ１０２のＤＭＲＳパターンの選
択方法を説明する。
【００２７】
　いくつかの実施形態において、ＤＩフィードバックとは、ＵＥ１０２およびｅＮＢ１０
４の両方に認識される、選択されたＤＭＲＳパターンのインデックスに対応する値である
。方法３００において、ＵＥ１０２は、異なるフィードバックの粒度に従い、異なる物理
リソースブロック（ＰＲＢ）またはリソースブロックグループ（ＲＢＧ）のための異なる
好ましいＤＩをシグナリングすることも可能である。換言すれば、ｅＮＢのリクエストに
応じて、サブバンドまたは広帯域のＤＩが、ＵＥ１０２によって構成および報告可能であ
る。これは方法２００についても可能であるべきであり、方法２００は、ＤＭＲＳパター
ン選択を方法３００においてＵＥ１０２で実行するのとは違い、ｅＮＢ１０４において実
行する。
【００２８】
　最終的に、ｅＮＢ１０４は、ＵＥ１０２に送信されるＲＲＣシグナリング３１０を介し
て選択されたＤＭＲＳパターンを構成（または再構成）することによって、ＤＩフィード
バックを認識する。別の実施形態において、ｅＮＢ１０４は、各ダウンリンク制御情報（
ＤＣＩ）メッセージ内で選択されたＤＭＲＳパターンを動的にシグナリングする。
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【００２９】
　通常、ｅＮＢ１０４はＵＥのフィードバックに従い、ＵＥの所望のＤＭＲＳパターンを
選択する。というのは、ｅＮＢは、選択のための別のより有意義なメカニズムを有してい
ないからである。しかしながら、ｅＮＢ１０４がＵＥのフィードバックを使用するかどう
かを決定するのはｅＮＢ１０４次第である。何らかの理由で、ｅＮＢ１０４がその独自の
選択を使用する場合、ＵＥによって提示されるものより標準的な（すなわち、より高いＤ
ＭＲＳ密度）ＤＭＲＳパターンを使用することが合理的であろう。
　Ｃ［所望のＤＭＲＳパターンをＵＥが選択する例］ 
【００３０】
　ＤＭＲＳパターンブックが、図４に示される方法４００の例を使用するＵＥ１０２によ
って選択可能である。ＣＲＳおよび／またはＣＳＩ‐ＲＳを受信４１０すると、ＵＥ１０
２は、チャネル推定４３０を取得すべく、ＣＲＳおよび／またはＣＳＩ‐ＲＳから取得さ
れる情報に基づいて、チャネルおよびノイズ分散推定４２０を実行する。チャネル推定４
３０は、チャネルコヒーレンス推定４４０中にさらに処理され、チャネルコヒーレンス推
定４４０は、チャネルコヒーレンス時間およびコヒーレンス帯域幅４５０を導出すべく、
遅延拡散およびドップラー拡散の複数の推定を使用する。次に、チャネルコヒーレンス時
間および帯域幅４５０はノイズ分散推定４６０と共に、ＤＭＲＳ最適化４７０のために使
用され、ＤＭＲＳ最適化４７０は、予め定められたパターンのセットから選択された所望
のＤＭＲＳパターン４８０を出力する。
【００３１】
　所望のパターン４８０は、ＤＭＲＳオーバヘッドと、結果的に得られるチャネル推定４
３０の平均平方誤差との間の最適なトレードオフを表わす。換言すれば、最適なＤＭＲＳ
パターンは、チャネルコヒーレンス時間、コヒーレンス帯域幅、およびノイズ分散の関数
である。周波数選択フェイディングチャネルについて、チャネルの複数の異なる帯域幅部
分は、異なるコヒーレンス時間および帯域幅を有してよく、その結果、所望のＤＭＲＳパ
ターンは、帯域幅スペクトルの複数の異なる領域に対し変わる。従って、ＵＥは、システ
ム帯域幅全体の複数の異なる部分に対し、複数の異なるＤＭＲＳパターンを提示してよい
。
　Ｄ［例示的なＵＥの実施形態］ 
【００３２】
　図５は、一般的にＵＥとして配備されるモバイルデバイスの例示的な図を提供し、モバ
イルステーション（ＭＳ）、モバイル無線デバイス、モバイル通信デバイス、タブレット
、ハンドセット、または別のタイプのモバイル無線デバイスと称される。
【００３３】
　モバイルデバイスは、ベースステーション（ＢＳ）、ｅＮＢ、ベースバンドユニット（
ＢＢＵ）、遠隔無線ヘッド（ＲＲＨ）、遠隔無線機器（ＲＲＥ）、リレーステーション（
ＲＳ）、無線機器（ＲＥ）または別のタイプの無線ワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ
）アクセスポイントといった送信ステーションと通信するように構成されたモデムを含む
。モバイルデバイスは、３ＧＰＰ　ＬＴＥ、ＷｉＭＡＸ（登録商標）、Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅ
ｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ（ＨＳＰＡ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）およ
びＷｉ－Ｆｉ（登録商標）を含む少なくとも１つの無線通信規格を使用して通信するよう
に構成可能である。モバイルデバイスは、各無線通信規格用の別個のアンテナまたは複数
の無線通信規格用の共有のアンテナを使用して通信できる。モバイルデバイスは、無線ロ
ーカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ
）および／またはＷＷＡＮにおいて通信できる。
【００３４】
　図５はまた、モバイルデバイスからのオーディオ入出力用に使用され得る、マイクおよ
び１または複数のスピーカの図を提供する。ディスプレイ画面は、液晶ディスプレイ（Ｌ
ＣＤ）画面、または有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイ等の別のタイプのディ
スプレイ画面であってよい。ディスプレイ画面はタッチスクリーンとして構成可能である
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。タッチスクリーンは、静電容量方式、抵抗方式、または別のタイプのタッチスクリーン
技術を使用してよい。アプリケーションプロセッサおよびグラフィックプロセッサが、処
理機能およびディスプレイ機能を提供すべく、内部メモリに連結可能である。不揮発性メ
モリポートも、ユーザにデータ入力／出力オプションを提供するために使用可能である。
不揮発性メモリポートはまた、モバイルデバイスのメモリ機能を拡張すべく使用されても
よい。追加のユーザ入力を提供するために、キーボードがモバイルデバイスに統合され、
またはモバイルデバイスに無線接続されてよい。タッチスクリーンを使用して、仮想キー
ボードも提供されてよい。
　Ｅ［他の実施形態の例］ 
【００３５】
　本開示の一実施形態によると、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線ネットワ
ークの無線通信ダウンリンクチャネルにおいて、適合可能な復調基準信号（ＤＭＲＳ）送
信をサポートするユーザ機器（ＵＥ）であって、上記ＵＥと上記ｅＮＢとの間の上記無線
通信ダウンリンクチャネルにおいて推定されるマルチパスタイム遅延拡散およびドップラ
ー拡散のフィードバックのリクエストを進化型ノードｂ（ｅＮＢ）から受信するよう構成
されたレシーバと、トランスミッタと、上記レシーバと上記トランスミッタとに、動作可
能に連結された回路と、を備え、上記回路は、マルチパスタイム遅延拡散およびドップラ
ー拡散の上記フィードバックを確立すべく、上記マルチパスタイム遅延拡散およびドップ
ラー拡散を推定し、上記リクエストを受信する上記レシーバに応じ、上記トランスミッタ
に、マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散の上記フィードバックを送信させ、
上記レシーバを用いて、上記ｅＮＢからＤＭＲＳパターン構成を取得するよう構成されて
おり、上記ＤＭＲＳ構成は、マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散の上記フィ
ードバックに基づいている、ＵＥである。
【００３６】
　本開示の別の実施形態によると、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線ネット
ワークの無線通信ダウンリンクチャネルにおいて、適合可能な復調基準信号（ＤＭＲＳ）
送信をサポートするユーザ機器（ＵＥ）であって、上記ＵＥと上記ｅＮＢとの間の上記無
線通信ダウンリンクチャネルにおいて推定されるマルチパスタイム遅延拡散およびドップ
ラー拡散のフィードバックのリクエストを進化型ノードｂ（ｅＮＢ）から受信するよう構
成されたレシーバと、トランスミッタと、マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡
散の上記フィードバックを確立すべく、上記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー
拡散を推定するための手段と、上記リクエストを受信する上記レシーバに応じ、上記トラ
ンスミッタに、マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散の上記フィードバックを
送信させるための手段と、上記レシーバを用いて、上記ｅＮＢからＤＭＲＳパターン構成
を取得するための手段と、を備え、上記ＤＭＲＳ構成は、マルチパスタイム遅延拡散およ
びドップラー拡散の上記フィードバックに基づいている、ＵＥである。
【００３７】
　ＵＥのいくつかの実施形態があり、上記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡
散は、上記リクエストを受信する前記レシーバに応じ推定される。
【００３８】
　ＵＥのいくつかの実施形態があり、上記リクエストは、非定期的になされる。 
【００３９】
　ＵＥのいくつかの実施形態があり、上記レシーバは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグ
ナリングパラメータ内で上記リクエストを受信するよう構成される。
【００４０】
　ＵＥのいくつかの実施形態があり、上記トランスミッタは、無線リソース制御（ＲＲＣ
）シグナリングパラメータ内でマルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散の上記フ
ィードバックを送信するよう構成される。
【００４１】
　ＵＥのいくつかの実施形態があり、上記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡
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散は、複数の予め定義されたＤＭＲＳパターンに対応する有限レベルのセットに従い、上
記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散を量子化することによって推定される
。
【００４２】
　ＵＥのいくつかの実施形態があり、レシーバは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッ
セージ内で上記ＤＭＲＳパターン構成を受信するよう構成される。
【００４３】
　本開示のいくつかの他の実施形態によると、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）
無線ネットワークのダウンリンクチャネルに関連付けられた予め定義されたＤＭＲＳパタ
ーンのセットの中から、識別された所望の復調基準信号（ＤＭＲＳ）パターンをシグナリ
ングするユーザ機器であって、上記予め定義されたＤＭＲＳパターンのセットの中から上
記所望のＤＭＲＳパターンを識別するＤＭＲＳインジケータ（ＤＩ）フィードバックのリ
クエストを進化型ノードｂ（ｅＮＢ）から受信するレシーバと、トランスミッタと、上記
レシーバと上記トランスミッタとに、動作可能に連結された回路と、を備え、上記回路は
、マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散によって定義される複数のロングター
ムチャネル特性の複数の推定を取得し、上記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー
拡散に基づいて、上記予め定義されたＤＭＲＳパターンのセットの中から所望のＤＭＲＳ
パターンを選択し、上記リクエストの受信に応じ、上記トランスミッタに、上記予め定義
されたＤＭＲＳパターンのセットの中から上記所望のＤＭＲＳパターンを識別する上記Ｄ
Ｉフィードバックを上記ｅＮＢに送信させるよう構成されている、ＵＥである。
【００４４】
　本開示の別の実施形態によると、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線ネット
ワークのダウンリンクチャネルに関連付けられた予め定義されたＤＭＲＳパターンのセッ
トの中から、識別された所望の復調基準信号（ＤＭＲＳ）パターンをシグナリングするユ
ーザ機器であって、上記予め定義されたＤＭＲＳパターンのセットの中から上記所望のＤ
ＭＲＳパターンを識別するＤＭＲＳインジケータ（ＤＩ）フィードバックのリクエストを
進化型ノードｂ（ｅＮＢ）から受信するレシーバと、トランスミッタと、マルチパスタイ
ム遅延拡散およびドップラー拡散によって定義される複数のロングタームチャネル特性の
複数の推定を取得するための手段と、上記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡
散に基づいて、上記予め定義されたＤＭＲＳパターンのセットの中から所望のＤＭＲＳパ
ターンを選択するための手段と、上記リクエストの受信に応じ、上記トランスミッタに、
上記予め定義されたＤＭＲＳパターンのセットの中から上記所望のＤＭＲＳパターンを識
別する上記ＤＩフィードバックを上記ｅＮＢに送信させるための手段と、を備えるＵＥで
ある。
【００４５】
　ＵＥのいくつかの実施形態があり、上記レシーバは、上記ｅＮＢからＤＭＲＳパターン
構成を受信するようさらに構成されており、上記ＤＭＲＳパターン構成は、上記ＤＩフィ
ードバックの上記所望のＤＭＲＳパターンに対応する。
【００４６】
　ＵＥのいくつかの実施形態があり、上記レシーバは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグ
ナリングパラメータ内で上記リクエストを受信するよう構成される。
【００４７】
　ＵＥのいくつかの実施形態があり、上記トランスミッタは、無線リソース制御（ＲＲＣ
）シグナリングパラメータ内で上記ＤＩフィードバックを送信するよう構成される。
【００４８】
　ＵＥのいくつかの実施形態があり、上記ＤＩフィードバックは、上記ＵＥおよび上記ｅ
ＮＢの両方に認識される、選択された上記ＤＭＲＳパターンに対応するインデックス値を
含む。
【００４９】
　ＵＥのいくつかの実施形態があり、上記ＤＩフィードバックは、１または複数の物理リ
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ソースブロック（ＰＲＢ）またはリソースブロックグループ（ＲＢＧ）を含む物理ダウン
リンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）送信の一部に適用可能なサブバンドＤＩフィードバッ
クを含む。
【００５０】
　ＵＥのいくつかの実施形態があり、上記リクエストは、サブバンドＤＩフィードバック
のリクエストを含む。
【００５１】
　ＵＥのいくつかの実施形態があり、上記レシーバは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）
メッセージ内で上記ＤＭＲＳパターン構成を受信するよう構成される。
【００５２】
　本開示の一実施形態によると、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を選択し、ユーザ機器（ＵＥ
）に送信するよう構成された進化型ノードｂ（ｅＮＢ）であって、適合可能なＤＭＲＳフ
ィードバックのリクエストを送信するよう構成されたトランスミッタと、上記ＵＥから上
記適合可能なＤＭＲＳフィードバックを受信するよう構成されたレシーバと、回路と、を
備え、上記回路は、上記適合可能なＤＭＲＳフィードバックに基づいて、予め定義された
ＤＭＲＳパターンのセットの中から、ＤＭＲＳパターンを判断し、判断された上記ＤＭＲ
Ｓパターンを上記ＵＥにシグナリングし、上記トランスミッタに、物理ダウンリンク共有
チャネル（ＰＤＳＣＨ）送信中に上記ＤＭＲＳを送信させるよう構成されている、ｅＮＢ
である。
【００５３】
　本開示の別の実施形態によると、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を選択し、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）に送信するよう構成された進化型ノードｂ（ｅＮＢ）であって、適合可能なＤＭＲＳ
フィードバックのリクエストを送信するよう構成されたトランスミッタと、上記ＵＥから
上記適合可能なＤＭＲＳフィードバックを受信するよう構成されたレシーバと、上記適合
可能なＤＭＲＳフィードバックに基づいて、予め定義されたＤＭＲＳパターンのセットの
中から、ＤＭＲＳパターンを判断するための手段と、判断された上記ＤＭＲＳパターンを
上記ＵＥにシグナリングするための手段と、上記トランスミッタに、物理ダウンリンク共
有チャネル（ＰＤＳＣＨ）送信中に上記ＤＭＲＳを送信させるための手段と、を備えるｅ
ＮＢである。
【００５４】
　ｅＮＢのいくつかの実施形態があり、上記適合可能なＤＭＲＳフィードバックは、マル
チパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散を含む、無線チャネルパラメータフィードバ
ックを含む。
【００５５】
　ｅＮＢのいくつかの実施形態があり、上記適合可能なＤＭＲＳフィードバックは、上記
ＵＥによって選択される所望のＤＭＲＳパターンのインジケーションを含む。
【００５６】
　ｅＮＢのいくつかの実施形態があり、上記リクエストは、無線リソース制御（ＲＲＣ）
シグナリングを使用して送信される。
【００５７】
　ｅＮＢのいくつかの実施形態があり、上記適合可能なＤＭＲＳフィードバックの受信に
応じ、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを送信することによって、判断された上
記ＤＭＲＳパターンはシグナリングされ、上記ＰＤＳＣＨ送信において使用される上記Ｄ
ＭＲＳを受信すべく、上記ＵＥを再構成する。
【００５８】
　ｅＮＢのいくつかの実施形態があり、上記適合可能なＤＭＲＳフィードバックの受信に
応じ、上記ＰＤＣＣＨ／拡張されたＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）内で搬送されるダウンリ
ンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージ内の判断された上記ＤＭＲＳパターンを動的に構成す
ることによって、判断された上記ＤＭＲＳパターンがシグナリングされる。
【００５９】
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　本開示の一実施形態によると、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線ネットワ
ークの無線通信ダウンリンクチャネルにおいて、適合可能な復調基準信号（ＤＭＲＳ）送
信をサポートするためのユーザ機器（ＵＥ）によって実行される方法は、上記ＵＥと上記
ｅＮＢとの間の上記無線通信ダウンリンクチャネルにおいて推定されるマルチパスタイム
遅延拡散およびドップラー拡散のフィードバックのリクエストを進化型ノードｂ（ｅＮＢ
）から受信する段階と、マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散の上記フィード
バックを確立すべく、上記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散を推定する段
階と、マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散の上記フィードバックを送信する
段階と、上記ｅＮＢからＤＭＲＳパターン構成を受信する段階と、を備え、上記ＤＭＲＳ
構成はマルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散の上記フィードバックに基づいて
いる。
【００６０】
　方法のいくつかの実施形態があり、上記フィードバックの上記送信する段階は、上記リ
クエストの上記受信に応じなされる。
【００６１】
　方法のいくつかの実施形態があり、上記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡
散は、上記リクエストの上記受信する段階に応じ、推定される。
【００６２】
　方法のいくつかの実施形態があり、上記リクエストは、非定期的になされる。
【００６３】
　方法のいくつかの実施形態があり、上記リクエストは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シ
グナリングパラメータを含む。
【００６４】
　方法のいくつかの実施形態があり、マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散の
上記フィードバックは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングパラメータを含む。
【００６５】
　方法のいくつかの実施形態があり、上記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡
散は、複数の予め定義されたＤＭＲＳパターンに対応する有限レベルのセットに従い、上
記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散を量子化することによって、推定され
る。
【００６６】
　方法のいくつかの実施形態があり、上記ＤＭＲＳパターン構成は、ダウンリンク制御情
報（ＤＣＩ）メッセージ内で受信される。
【００６７】
　本開示の一実施形態によると、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線ネットワ
ークの無線通信ダウンリンクチャネルにおいて、適合可能な復調基準信号（ＤＭＲＳ）送
信をサポートするよう構成されたコンピュータ可読媒体は、そこに格納された、ユーザ機
器（ＵＥ）によって実行可能なコンピュータで実行可能な複数の命令を有し、上記命令は
、上記ＵＥに、上記ＵＥと上記ｅＮＢとの間の上記無線通信ダウンリンクチャネルにおい
て推定されるマルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散のフィードバックのリクエ
ストを進化型ノードｂ（ｅＮＢ）から受信させ、マルチパスタイム遅延拡散およびドップ
ラー拡散の上記フィードバックを確立すべく、上記マルチパスタイム遅延拡散およびドッ
プラー拡散を推定させ、マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散の上記フィード
バックを送信させ、上記ｅＮＢからＤＭＲＳパターン構成を受信させ、上記ＤＭＲＳ構成
は、マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散の上記フィードバックに基づいてい
る。
【００６８】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、上記リクエストは、非定期的にな
される。
【００６９】
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　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、上記リクエストは、無線リソース
制御（ＲＲＣ）シグナリングパラメータを含む。
【００７０】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、マルチパスタイム遅延拡散および
ドップラー拡散の上記フィードバックは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングパラ
メータを含む。
【００７１】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、複数の予め定義されたＤＭＲＳパ
ターンに対応する有限レベルのセットに従い、上記マルチパスタイム遅延拡散およびドッ
プラー拡散を量子化することによって、上記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー
拡散は推定される。
【００７２】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、上記ＤＭＲＳパターン構成は、ダ
ウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージ内で受信される。
【００７３】
　本開示の別の実施形態によると、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線ネット
ワークのダウンリンクチャネルに関連付けられた予め定義されたＤＭＲＳパターンのセッ
トの中から、識別された所望の復調基準信号（ＤＭＲＳ）パターンをシグナリングするた
めのユーザ機器（ＵＥ）によって実行される方法は、上記予め定義されたＤＭＲＳセット
の中から上記所望のＤＭＲＳパターンを識別するＤＭＲＳインジケータ（ＤＩ）フィード
バックのリクエストを進化型ノードｂ（ｅＮＢ）から受信する段階と、マルチパスタイム
遅延拡散およびドップラー拡散によって定義される複数のロングタームチャネル特性の複
数の推定を取得する段階と、上記マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散に基づ
いて、上記予め定義されたＤＭＲＳパターンのセットの中から所望のＤＭＲＳパターンを
選択する段階と、上記リクエストの受信に応じ、上記予め定義されたＤＭＲＳパターンの
セットの中から上記所望のＤＭＲＳパターンを識別する上記ＤＩフィードバックを上記ｅ
ＮＢに送信する段階と、を備える。
【００７４】
　方法のいくつかの実施形態があり、上記ｅＮＢからＤＭＲＳパターン構成を受信する段
階をさらに備え、上記ＤＭＲＳパターン構成は、上記ＤＩフィードバックの上記所望のＤ
ＭＲＳパターンに対応する。
【００７５】
　方法のいくつかの実施形態があり、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングパラメー
タ内で上記リクエストを受信する段階をさらに備える。
【００７６】
　方法のいくつかの実施形態があり、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングパラメー
タ内で上記ＤＩフィードバックを送信する段階をさらに備える。
【００７７】
　方法のいくつかの実施形態があり、上記ＤＩフィードバックは、上記ＵＥおよび上記ｅ
ＮＢの両方に認識される、選択された上記ＤＭＲＳパターンに対応するインデックス値を
含む。
【００７８】
　方法のいくつかの実施形態があり、上記ＤＩフィードバックは、１または複数の物理リ
ソースブロック（ＰＲＢ）またはリソースブロックグループ（ＲＢＧ）を含む物理ダウン
リンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）送信の一部に適用可能なサブバンドＤＩフィードバッ
クを含む。
【００７９】
　方法のいくつかの実施形態があり、上記リクエストは、サブバンドＤＩフィードバック
のリクエストを含む。
【００８０】
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　方法のいくつかの実施形態があり、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージ内で上
記ＤＭＲＳパターン構成を受信する段階をさらに含む。
【００８１】
　本開示の別の実施形態によると、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線ネット
ワークのダウンリンクチャネルに関連付けられた予め定義されたＤＭＲＳパターンのセッ
トの中から識別された所望の復調基準信号（ＤＭＲＳ）パターンのシグナリングを容易に
するよう構成されたコンピュータ可読媒体は、そこに格納された、ユーザ機器（ＵＥ）に
よって実行可能なコンピュータで実行可能な複数の命令を有し、上記命令は、上記ＵＥに
、上記予め定義されたＤＭＲＳパターンのセットの中から上記所望のＤＭＲＳパターンを
識別するＤＭＲＳインジケータ（ＤＩ）フィードバックのリクエストを進化型ノードｂ（
ｅＮＢ）から受信させ、マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散によって定義さ
れる複数のロングタームチャネル特性の複数の推定を取得させ、上記マルチパスタイム遅
延拡散およびドップラー拡散に基づいて、上記予め定義されたＤＭＲＳパターンのセット
の中から所望のＤＭＲＳパターンを選択させ、上記リクエストの受信に応じ、上記予め定
義されたＤＭＲＳパターンのセットの中から上記所望のＤＭＲＳパターンを識別する上記
ＤＩフィードバックを上記ｅＮＢに送信させる。
【００８２】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、上記ｅＮＢからＤＭＲＳパターン
構成を受信させることをさらに含み、上記ＤＭＲＳパターン構成は、上記ＤＩフィードバ
ックの上記所望のＤＭＲＳパターンに対応する。
【００８３】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグ
ナリングパラメータ内で上記リクエストを受信させることをさらに含む。
【００８４】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグ
ナリングパラメータ内で上記ＤＩフィードバックを送信させることをさらに含む。
【００８５】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、上記ＤＩフィードバックは、上記
ＵＥおよび上記ｅＮＢの両方に認識される、選択された上記ＤＭＲＳパターンに対応する
インデックス値を含む。
【００８６】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、上記ＤＩフィードバックは、１ま
たは複数の物理リソースブロック（ＰＲＢ）またはリソースブロックグループ（ＲＢＧ）
を含む物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）送信の一部に適用可能なサブバンド
ＤＩフィードバックを含む。
【００８７】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、上記リクエストは、サブバンドＤ
Ｉフィードバックのリクエストを含む。
【００８８】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）
メッセージ内で上記ＤＭＲＳパターン構成を受信させることをさらに含む。
【００８９】
　本開示の別の実施形態によると、進化型ノードｂ（ｅＮＢ）によって実行される、復調
基準信号（ＤＭＲＳ）を選択し、ユーザ機器（ＵＥ）に送信するための方法は、適合可能
なＤＭＲＳフィードバックのリクエストを送信する段階と、上記ＵＥから上記適合可能な
ＤＭＲＳフィードバックを受信する段階と、上記適合可能なＤＭＲＳフィードバックに基
づいて、予め定義されたＤＭＲＳパターンのセットの中から、ＤＭＲＳパターンを判断す
る段階と、判断された上記ＤＭＲＳパターンを上記ＵＥにシグナリングする段階と、物理
ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）送信中に上記ＤＭＲＳを送信する段階と、を備
える。
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【００９０】
　方法のいくつかの実施形態があり、上記適合可能なＤＭＲＳフィードバックは、マルチ
パスタイム遅延拡散およびドップラー拡散を含む無線チャネルパラメータフィードバック
を含む。
【００９１】
　方法のいくつかの実施形態があり、上記適合可能なＤＭＲＳフィードバックは、上記Ｕ
Ｅによって選択される所望のＤＭＲＳパターンのインジケーションを含む。
【００９２】
　方法のいくつかの実施形態があり、上記リクエストは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シ
グナリングを使用して送信される。
【００９３】
　方法のいくつかの実施形態があり、上記適合可能なＤＭＲＳフィードバックの受信に応
じ、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを送信することによって、判断された上記
ＤＭＲＳパターンはシグナリングされ、上記ＰＤＳＣＨ送信において使用される上記ＤＭ
ＲＳを受信すべく、上記ＵＥを再構成する。
【００９４】
　方法のいくつかの実施形態があり、上記適合可能なＤＭＲＳフィードバックの受信に応
じ、上記ＰＤＣＣＨ／拡張されたＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）内で搬送されるダウンリン
ク制御情報（ＤＣＩ）メッセージ内の判断された上記ＤＭＲＳパターンを動的に構成する
ことによって、判断された上記ＤＭＲＳパターンがシグナリングされる。
【００９５】
　本開示の別の実施形態によると、復調基準信号（ＤＭＲＳ）の選択およびユーザ機器（
ＵＥ）への送信を容易にするよう構成されたコンピュータ可読媒体は、そこに格納された
、進化型ノードｂ（ｅＮＢ）によって実行可能なコンピュータで実行可能な複数の命令を
有し、上記命令は、上記ｅＮＢに、適合可能なＤＭＲＳフィードバックのリクエストを送
信させ、上記ＵＥから上記適合可能なＤＭＲＳフィードバックを受信させ、上記適合可能
なＤＭＲＳフィードバックに基づいて、予め定義されたＤＭＲＳパターンのセットの中か
ら、ＤＭＲＳパターンを判断させ、判断された上記ＤＭＲＳパターンを上記ＵＥにシグナ
リングさせ、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）送信中に上記ＤＭＲＳを送信
させる。
【００９６】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、上記適合可能なＤＭＲＳフィード
バックは、マルチパスタイム遅延拡散およびドップラー拡散を含む無線チャネルパラメー
タフィードバックを含む。
【００９７】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、上記適合可能なＤＭＲＳフィード
バックは、上記ＵＥによって選択される所望のＤＭＲＳパターンのインジケーションを含
む。
【００９８】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、上記リクエストは、無線リソース
制御（ＲＲＣ）シグナリングを使用して送信される。
【００９９】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、上記適合可能なＤＭＲＳフィード
バックの受信に応じ、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを送信することによって
、判断された上記ＤＭＲＳパターンはシグナリングされ、上記ＰＤＳＣＨ送信において使
用される上記ＤＭＲＳを受信すべく、上記ＵＥを再構成する。
【０１００】
　コンピュータ可読媒体のいくつかの実施形態があり、上記適合可能なＤＭＲＳフィード
バックの受信に応じ、上記ＰＤＣＣＨ／拡張されたＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）内で搬送
されるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージ内の判断された上記ＤＭＲＳパターン
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。
【０１０１】
　上記に紹介した技術は、ソフトウェアおよび／またはファームウェアによってプログラ
ムまたは構成されたプログラマブル回路によって実装可能であり、またはそれら技術は特
定用途ハードワイヤード回路、若しくはそれらの形態の組み合わせにおいて全体に実装可
能である。そのような特定用途の回路（もしあれば）は、例えば、１または複数の特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブルロジックデバイス（ＰＬＤ）、フィールド
プログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）等の形態を取り得る。
【０１０２】
　実施形態は、ハードウェア、ファームウェア、およびソフトウェアのうちの１つまたは
それらの組み合わせで実装されてよい。また、実施形態はコンピュータ可読記憶デバイス
上に格納された命令として実装されてもよく、命令は本明細書に記載の処理を実行する少
なくとも１つのプロセッサによって読み取りおよび実行されてよい。コンピュータ可読記
憶デバイスは、機械（例えば、コンピュータ）によって読み取り可能な形態で情報を格納
するための任意の非一時的メカニズムを含んでよい。例えば、コンピュータ可読記憶デバ
イスとしては、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、磁
気ディスク記憶媒体、光学記憶媒体、フラッシュメモリデバイス、並びに他のストレージ
デバイスおよび媒体が含まれてよい。いくつかの実施形態において、１または複数のプロ
セッサは、コンピュータ可読記憶デバイス上に格納された命令とともに構成されてよい。
【０１０３】
　当業者は、本発明の根本原理から逸脱することなく、上記の実施形態の詳細に対し、多
くの変更がなされ得ることを理解するであろう。従って、本発明の範囲は以下の特許請求
の範囲によってのみ判断されることになる。

【図１】 【図２】
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